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文学研究科英文学専攻博士後期課程満期退学
深谷　充佳
0．はじめに
　本稿では、語彙の共起性に焦点を当てながら、語彙の意味を考察する。特に対象とする語
彙は、意味は似ているがその単語のニュアンスの違いが意外と理解されていないものを扱う。
単語単体といった切り取られた語彙を扱うのではなく、「be＋形容詞＋to…～」のような形式
をとる表現に目を向ける。語彙だけでなく機能語との共起関係から意味を理解することの必
要性を考える。
　ここでは統計的な分析を活用して共起の関係性をみる。句の中心となる主要語に対して機
能語の利用にどの程度の差が生じるかを観察する。共起する機能語との対応関係が主要語と
の意味に影響があると考えられるからである。英文は一語一語の単語だけで成り立っている
わけではなく、語と語との関係性から意味をなすためである。それ故、語のまとまり、つま
り、形式から意味を考えることが重要である。形式を意識したこの研究を今後の英語教育の
一端として利用できるようなものにしていきたい。
1．例文について
　語彙の共起性を考察するにあたり、研究のための言語資料が必要となる。この研究で使
う資料は、すべて個人で収集したものを使用する。特に、書き言葉の英語を研究の主たる
対象としているため、使用する資料は文学作品から収集している。使用する言語資料は、
Project…Gutenbergから取得した資料である。
　この研究を行う上で使う言語資料の作品の中から一例を挙げる：
◦　Pride and Prejudice（1813）…—…Austen,…Jane
◦　A Christmas Carol（1843）…—…Dickens,…Charles
◦　Maggie: A Girl of the Streets（1893）…—…Crane,…Stephen
◦　Heart of Darkness（1899）…—…Conrad,…Joseph
　また、この研究で使用する資料には個人で収集したものを用いているため、以下の制約が
─ 272 ─
あることは認めなければならない：
◦　著作権の関係から版権が切れている作品からの例文の引用であること
◦　版権が切れた作品の中で電子テキストとして入手できるものから得た例文を引用してい
ること
◦　引用される文学作品の出版年代が1930年代以前のものであること
　Project…Gutenbergからの収集のため、現代の文学作品には触れられていない。また、考
察で使用する言語資料は、戦前のものになってしまっている。この点を考慮した上で調査を
進める。
2．語彙について
　本稿では、‘be…able…to’と‘be…capable…of’を形式などの面から考察し、共起性から意味
の差を考える。また、これらの語彙から派生する名詞‘ability’と‘capability’も考察の
参考とする。
2.1　『ルミナス英和辞典　第2版』の定義
　学習対象者を高校生以上にしている辞書で‘able’と‘capable’の意味をみる。
（1）… be…able…to…doの成句で「…できる」の意味をなす
able:…有能な、腕利きの
（2）… be…capable…of…doing:…（人が…の）能力がある、（物事などが…）できる
capable:…有能な、頭のいい
　（1）と（2）の意味を比較した場合、大きな差があるとは思われない。しかし、（2）にあ
るように括弧の表記で主語に合わせて意味の差を表そうとしている。しかし、ニュアンスの
違いにまで踏み込めている表現かと言うとそうとも言い切れない。「能力」を表していること
に変わりがない。
　また、上記の意味以外に‘able’と‘capable’について類義語の違いが説明されている。
（3）… ableは多才で幅広く、将来性をも含めた有能さをいうのに対して、capableは実際的で
ある特定の仕事に対する訓練された有能さをいう
　（3）から両者の意味の違いを把握できる。‘able’は現在と将来性への能力、‘capable’は
現在持っている訓練された能力ということがわかる。だが、この差が生じる原因は述べられ
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ていない。‘able’と‘capable’には‘able’があるため、「能力」という意味に焦点が向く
ことは理解できる。ニュアンスの差は‘cap-’と機能語から生じると推測される。しかし、
学習者が違いを把握した上で、単語を覚えるには物足りない。したがって、‘be…able…to…do’
と‘be…capable…of…doing’の形式の違いが意味に影響を与えている一因であることまで目を
向ける必要がある。
　では、‘ability’と‘capability’という点から違いをみる。
（4）… ability:…（何かをする）能力、できること；有能さ、才能、手腕
（5）… capability:…（人・機械などの）能力、手腕、力量；性能
　（4）と（5）では意味に大きな差がない。「能力」や「手腕」という点で意味が重なる。ここでは、
意味のニュアンスを区別していない。しかし、‘capability’に「性能」という意味がある。「性
能」は道具や機械などものの能力を表す語である。ものは基本的に初めから「能力」が決まっ
ている場合が多い。それ故、「性能」の意味には「上限」や「限界」といった含意があると
考えられる。（5）の狭い範囲の意味だけを拡大して解釈すると‘ability’と‘capability’に
は似たような意味も含まれるがそれぞれの語彙はニュアンスに差があると推察される。
　では、『ルミナス英和辞典　第2版』から（4）と（5）の単語の例文をみる（以下、引用部
内の下線は筆者による）。
（4´）… He…has…enough…ability…to…manage…the…business.
（5´）… He…claimed…that…the…nation…had…the…capability…to…produce…nuclear…weapons.
=…He…claimed…that…the…nation…had…the…capability…of…producing…nuclear…weapons.
　ここで着目すべきは（4´）と（5´）の形式である。（5´）…においてto不定詞も使えるため、
（1）と（2）にみられた明確な形式上の差が（4´）と（5´）には生じない。この形式の違
いから意味のニュアンスの差が生じると考えることが難しくなる。
　類義語欄に記された‘ability’と‘capability’の解説に触れる。
（6）… ability:…最も一般的な語で、人間があることを成し遂げる知的・肉体的能力
（7）… capability:…あることに応じることのできる力量
　（6）と（7）から‘ability’、‘capability’ともに「能力」を意味することがわかる。しかし、
（5）に記されたような差がみられない。ニュアンスという点からは区別がないと考えられる。
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2.2　『ジーニアス英和辞典　第5版』の定義
　もう一つ高校生向けの辞書から‘able’と‘capable’の意味をみる。
（8）… able
①［be…～…to…do］〈人が〉（状況的な要因により）（実際に）…することができる、（先天
的にまたは後天的に）…する能力がある
②〈人が〉有能な；すぐれた、立派な
（9）… capable
①［be…～…of…O…/…doing］…a）〈人・物が〉…の［…する］能力がある、…することがで
きる、b）〈人が〉〈悪いこと〉をやりかねない、…をする傾向がある
②〈人などが〉（専門職などで）有能な、敏腕の（skilled,…competent）
　（8）と（9）を比較すると「能力」という点は一致している。しかし、（8）には「実際に」
と「先天的にまたは後天的に」という表現があり、（9）とは能力の意味に差がある。また、（9）
の②に「専門職などで」の言葉から、ある専門の枠組みの中での能力と考えられ、一定の範
囲があると推察される。
　2.1と同様に‘ability’と‘capability’の意味もみることにする。
（10）ability
①〔…する〕能力；…できる状態
②〔…における/…としての〕能力［力量、技量］
（11）capability
①〔…の〕能力、才能；…［the…～…to…do…/of…[in]…doing］　…できる能力、才能、手腕
②（国家の）戦闘能力、軍事力
　（10）と（11）を比べると、やはり「能力」という点は一致しているが、両者からニュア
ンスの差をみてとることができない。ただ、（11）の②には「戦闘能力」や「軍事力」とい
う表現がある。これらは無尽蔵に持つことができるものではなく、有限である。これらの意
味を拡大して解釈すれば、2.1での考察のように「上限」や「限界」のようなニュアンスを
含むと推察される。
　‘ability’に付されている「類語比較」では次のような解説がなされている：
（12）… …abilityは「能力」を表す最も一般的な語で、主に人に対して用いる。人や動物の先天的、
後天的な能力を指すが、後天的能力をいう場合が多い。この語は「いま…できる」と
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いう現在志向の名詞で、その点でcapacityとは対照をなす。
　（10）から（12）の内容から「能力」の意味には多少なりとも差が生じることがわかる。
特に（12）では先天的、後天的な面で能力が考えられている。この点から、能力には上限が
なく後から学習をすることで能力の向上がみられるというニュアンスを示すと考えられる。
（11）の「戦闘能力」や「軍事力」という点から「上限」や「限界」のようなニュアンスは
読み取れるが、‘capability’の「能力」を表す意味がどの程度のものかは明確にとらえるこ
とができない。
2.3　Longman Dictionary of Contemporary English Fourth editionの定義
　最後に、Longman Dictionary of Contemporary English（以下LDOCE）から‘able’と
‘capable’の定義をみる。
（13）able
be…able…to…do…sth:…to…have…the…skill,…strength,…knowledge…etc…needed…to…do…something
（14）capable
capable…of…doing:…having…the…qualities…or…ability…needed…to…do…something
　（13）と（14）から英和辞典ではとらえられなかった情報を把握できる。‘able’は‘skill,…
strength,…knowledge…etc’を持つとあり、‘capable’は‘qualities…or…ability’を持つとなっ
ている。（13）から‘skill’や‘knowledge’は学習などから身につけられるものであるため、
後天的な能力を示すことができる。また、‘strength’は先天的に備わる能力と考えられる。
これは以下の定義から先天的能力とみなすことができる。定義はLDOCEのもので、考察上
必要となる定義のみを挙げる。
（15）strength
1… the…physical…power…and…energy…that…makes…someone…strong
6… how…strong…an…object…or…structure…is,…especially…its…ability…to…last…for…a…long…time…
without…breaking
7… how…strong…a…substance…or…mixture…is
　また、（14）から‘qualities’が先天的な能力を示すと考えられる。LDOCEの定義を使い
‘qualities’をみる。
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（16）quality
1… how…good…or…bad…something…is
2… something…that…people…may…have…as…part…of…their…character,…for…example…courage…
or…intelligence
3… something…that… is…typical…of…one…thing…and…makes…it…different…from…other…things,…
for…example…size,…colour…etc
　（16）の定義の‘people…may…have…as…part…of…their…character’や‘that…is…typical…of…one…
thing…and…makes…it…different…from…other…things’から、元から持っているものを指すと考え
られる。それ故、‘capable’は先天的な能力を表すと推察される。ただし、（14）の定義の
中に‘ability’とあることから、後天的な能力に関係があるとも考えられるので機能語との
関係性から考察することが必要である。以上の点から、‘able’は先天的と後天的両方の能
力を意味し、‘capable’は先天的能力を意味しているが後天的能力にも関係がある。
　では、‘ability’と‘capability’の定義をみる。
（17）ability
1… the…state…of…being…able…to…do…something
2… someone’s…level…of…skill…at…doing…something
（18）capability
1… the…natural…ability,…skill,…or…power…that…makes…a…machine,…person,…or…organization…
able…to…do…something,…especially…something…difficult
2… the…ability…that…a…country…has…to…take…a…particular…kind…of…military…action
　（17）と（18）から‘ability’と‘capability’のニュアンスの差をつかむことができる。‘ability’
は‘able’の派生形とみなすことで先天的と後天的能力を意味する。また、‘capability’は
‘natural’とあることから元々備わっている能力を表している。この点から先天的な能力に
関係があるとみなせる。
　英英辞典の定義を総合的に観察すると、‘able’と‘capable’には「能力」の意味に、先
天性や後天性というニュアンスが含まれる。意味を定義する語には表記の差があり、「能力」
の意味に影響があると推察される。
2.4　辞書の定義
　英和辞典では意味の説明がされており、また、類義語の解説もなされている。そこから意
味をつかむことは可能だ。しかし、ニュアンスへの理由までは触れられていない。辞書には
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紙幅の上限があるためやむを得ないと思われる。しかし、英英辞典では、意味を表記する単
語からニュアンスの差を理解できる。‘able’や‘capable’の単語だけであれば、辞書に頼
ることができる。しかし、‘able’と‘capable’の違いとなると、別の視点から考察がなけ
ればならない。定義からニュアンスを考察したが、形式からも考察が必要である。機能語と
の関係性から‘able’と‘capable’をとらえ、ニュアンスの差を考察する。語の共起関係
が意味に影響を及ぼすと考えられるからである。
3．共起する機能語について
　‘able’と‘capable’に共起する機能語をみる。‘able’では‘to’を、‘capable’では‘of’
を対象とする。特に、前置詞としての機能を考察の対象とし、核となる意味をみる。また、
不定詞と動名詞の考察を機能語との関係からまとめる。
3.1　‘to’について
　前置詞‘to’をみる。江川（1991）では、前置詞‘to’の基本的な意味は（到達点を前提
とする）「方向」であるとしている。さらに、単に方向を示す場合と到達点の概念を含む場合
に分けている。
（19）……and…then…he’d…go…away…to…a…coffee-house…a…few…streets…off,…....…
（Charles…Dickens,…The Pickwick Papers）
（20）……and…why…do…they…come…to…me?
（Charles…Dickens,…A Christmas Carol）
　（19）はコーヒーショップへ向かう方向を示している。まだコーヒーショップへは着いて
いない。現在いる場所からまだ到達していない場所への移動を表している。見方を変えると、
到達することが完了していないことを表すと考えられる。ここから、未来の方向を示すこと
が可能になり、未来志向性を持つことができる。（20）は‘they’が‘me’の存在する場所
に到達することを表している。
　また、方向よりも確実に到達点に重点を置いた用法がある。それ故、結果の意味が生じる
前置詞‘to’が生じる。
（21）Mirrors…splintered…to…nothing.
（Stephen…Crane,…Maggie; A Girl of the Streets）
　（21）は結果に力点を置いている。‘to’のあとにくる句は、ある現象が生じ、それがその
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まま存在することを表現する。したがって、上記とは違い、未来志向よりも目下その状態に
あるという現在性が強いものになる。
　上記のことから、同じ前置詞‘to’であっても、一緒に使われる語との共起関係から意味
に変化が生じる。つまり、‘to’はそれ自体だけでなく、その前後の表現により用法、そして、
時制的な影響を受ける。結果として未来志向性、現在性の意味を持つ。このことから、前置
詞‘to’それ自体だけでなく、その前後の語同士の共起性から意味を考えなければならない。
3.2　‘of’について
　前置詞‘of’をみる。江川（1991）では、前置詞‘of’は基本的な意味は「分離」を表し、
語源的には‘off’と同じであるとしている。
（22）Our…town…is…50…kilometers…（to…the）…north…of…Tokyo.
（23）They…robbed…her…of…her…cash…and…checkbook.
（江川　1991）
　ある人やもの、場所などから離れることを表している。しかし、離れる「分離」に対して、
あるものや場所に属している「所属」を意味する‘of’がある。また、属していることから
ある人やもの、場所との全体と部分の関係を表す‘of’の用法も生まれる。
（24）Every…member…of…her…family…came…to…the…wedding.
（25）He…offered…me…（a）…part…of…his…lunch.
（江川　1991）
　また、田中（2015）では、「「何かから出ると同時に、その何かに帰属して（いる）」という切っ
ても切れない関係」を表すとしている。つまり、「帰属性と出所性の相互関係」がみられる
としている。何かから離れることで「分離」をイメージさせる。離れるからには大本となる
何かの存在が必要になる。このような関係から「出所性」が生じることとなる。
…
（26）It…was…a…plot…to…deprive…him…of…his…fortune.…
（Jack…London,…The Road）
（27）In…short,…all…the…business…of…the…country…went…through…the…Circumlocution…Office,…….
（Charles…Dickens,…Little Dorrit）
　さらに、「出所性」からその中から分離した何かは大本の何かの中に入っていたこと、つ
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まり、所属、あるいは帰属していたことになる。それ故、「帰属性」が生まれる。
（28）……and…he…was…actually…a…student…of…the…old…and…renowned…university,…….
（Mark…Twain,…A Tramp Abroad）
　この「帰属性」には、分離した何かと大本の何かとの関係性がある。当然所属するものと
所属されるものの関係から大小の関係も考えられる。「分離」する何かは大きさから考えると、
小さい可能性が高く、大本の何かは大きいものと推察できる。そのため、「出所性」と「帰属性」
の関係から「全体と部分」の関係をイメージすることが可能となる。
（29）I…mean…to…spend…all…my…leisure,…during…the…rest…of…the…vacation,…....
（Nathaniel…Hawthorne,…A Wonder Book and Tanglewood Tales）
　これまでの考察から、‘of’は「分離」や「出所」といった離れる行為から意味が始まる。
その後、離れることから大本となる何かとの関係性がイメージされる。大本となる何かに含
まれ、そこから離れたことを考えることで大本の何かに ｢帰属｣ していたことを意味する。
また、帰属関係から大本の何かと離れる何かには「帰属」という点で大なり小なりの関係性
が生じ、「全体と部分」といった意味も生じる。
3.3　不定詞と動名詞について
　‘able’はto不定詞と‘capable’は‘of’の後に続く動名詞との共起関係があるため、to
不定詞と動名詞の性質を考察する必要がある。‘to’を用いる不定詞は3.1の内容から未来志
向を持つとわかる。これは形式が同一であり、‘to’以下に名詞がくることで前置詞、動詞
がくることで不定詞となる点での違いでしかない。ここでは動名詞は不定詞のような時制上
の傾向が生じるかどうかを考察する。
　動名詞の考察を始める前に進行形から考察を進め、‘doing’の形式への理解を深める。
Declerck（1991）では、現在・過去・未来の基準における（主語の）活動を表すとしている。
また、安藤（2005）では、ある場面が基準時（定位時間）において（または、基準時を通し
て）進行中であることを示すとしている。また、話し手は場面の始まりと終わりの部分を無
視して、その途中だけを示すことになるとしている。このことから、進行形は場面を非有界
的に表すとしている。
（30）The…sun…sets…in…the…west.
（31）The…sun…is…setting…in…the…west.
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（安藤　2005）
　（31）は今まさに起っている活動を示している。また、進行形は活動が進行中であること
を示しており、非有界的ということと組み合わさることで、一時的という意味を持つと考え
られる。安藤（2005）でも、ある場面を一時的なもの（すなわち、継続時間が限られている
もの）として表すとしている。
（32）… ‘I…must…be…growing…small… again.’…She…got…up…and…went… to… the… table… to…measure…
herself…by…it,…and…found…that,…as…nearly…as…she…could…guess,…she…was…now…about…two…
feet…high,…....
（Lewis…Carroll,…Alice’s Adventures in Wonderland）
　（32）は一時的な活動を表すが、今まさに小さくなることを表している。現在の活動が進
行中であることを示している。このことから進行形は現在性を持ち合わせているとわかる。
「今まさに」の活動が現在性を表現している。
（33）……but…they…say…he’s…getting…bigger…every…night,…….
（Thomas…Hardy,…Two on a Tower）
　非有界性と現在性から場面や時間との関係性がたたれてしまう。しかし、（33）は‘every…
night’とあるように‘getting…bigger’という活動が毎晩行われている。ここから進行形は
反復の意味を持ち、活動を一時的なものととらえられない。活動は一回性の活動ではなく、
活動を繰り返すことで、その活動が現在の経験となる。それ故、現在経験している活動とみ
なすことが可能である。また、経験は積み重ねて経験となるため、体験する活動が増えれば
初めの活動は経験済みのものとなり、拡大して解釈すれば過去志向性に関連する要素が含ま
れる。
　さて、進行形のこのような特徴から動名詞をみる。現在性がうかがえ、また、過去志向性
と関連する要素がある進行形は、形式が同じ動名詞にも引き継がれる。
（34）……if…you…want…to…be…a…gentleman…you…must…give…up…being…an…artist.
（W.…Somerset…Maugham,…Of Human Bondage）
（35）Paul…never…forgot…coming…home…from…the…Band…of…Hope…one…Monday…evening…….
（D.…H.…Lawrence,…Sons and Lovers）
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　（34）は動名詞が現在性を表している。今行っている活動の‘being…an…artist’をあきら
めることを示している。（35）は動名詞が過去志向性を表している。活動には‘forgot’と
‘coming’がある。‘forgot’は本動詞であり、‘coming’は目的語である。そのため、‘coming’
以下の句を‘forgot’することになる。活動が生じた時制上の順番は‘coming’が先でな
ければならない。したがって、‘coming’は過去に属すると考えるのが妥当である。また、
Dixon（2005）では、‘doing’を使った表現は過去における実際の出来事に言及し、‘to’を使っ
た表現は将来的な意味を表すとしている。
（36）…Will…you…remember…to…give…them…that…message?
（Arthur…Conan…Doyle,…The Hound of the Baskervilles）
（37）… I…can…well… remember…driving…up… to…his…house… in… the…evening…some… three…weeks…
before…the…fatal…event.
（Arthur…Conan…Doyle,…The Hound of the Baskervilles）
　（36）と（37）はこれまでの考察とDixon（2005）の言及に当てはまる。準動詞として使
われる‘to…do’と‘doing’は‘to…do’では未来性、‘doing’では過去性を持つ。
…さらに、江川（1991）では、動名詞は経験済みの事柄または現在経験中の事柄を表し、こ
れに対し不定詞は未来において経験する可能性のある事柄を表すとしている。このことは、
これまでの考察の未来性や過去性と活動との関係の意味を拡張して考えれば当然派生しても
おかしくない。ただし、不定詞と動名詞の現在性への視点を持つことは重要である。
3.4　まとめ
　これまでの考察から、‘to’は、未来志向性と現在性の意味を持つことが分かる。これは、‘to’
の核となる意味のどの部分に焦点を当てるのかで意味が変化することを示している。また、
‘of’は「分離」という活動から分離する大本の何かが想起されることにより「出所性」が
生まれる。そのことにより分離した何かは大本に帰属していたことをうかがわせる。また、
分離するものとされるもののつながりには、帰属することからの大小の関係が生じる。これ
らの関連性から ｢分離｣、「帰属」、「大小関係」という意味が生じる。
　また、‘to’の関係から不定詞と動名詞に触れた。両者には文法的機能だけでなく、時制
的な機能があると理解される。不定詞は「現在性」と「未来性」を持ち、動名詞は「現在性」
と「過去性」を持つ。準動詞が持つ時制的な側面が各用法での意味の差につながる。
　単語や文法のそれぞれが持つ基本的な意味の考察から始めた。そして、それらの意味を拡
張させたものをもとに考察を進めた結果、上記のような意味が確定された。言葉は単語一つ
だけで存在せず、語同士の関係があって成り立つため、意味の確定には単語同士の共起性が
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あって初めて意味をなすと考えられる。共起関係に目を配ることが意味の理解につながると
認識できる。
4．コーパスによる共起の関係性について
　‘able’と‘capable’は統計的にどのような差があるかをみる。‘able’と‘capable’はど
のような語との共起関係があるかをみることで、前節との関連からニュアンスをとらえる手
助けとなる。このことは、形式の違いから、語の意味の違いに影響が出ると考えられるから
である。
4.1　‘able’について
　‘able’の用例は1632例あった。‘able’の用法には、‘be…able…to’の形式の用例が1511例、
限定用法の用例が106例、連結形の用例が15例あった。‘be…able…to’の例が圧倒的に多く、93
パーセントであった。限定用法は6パーセント、連結形は1パーセントであった。このことか
ら、‘able’は‘be…able…to’の形式で使われることが基本であるとわかる。
　以上のことから、‘able’は‘to’との相性がよく、共起関係が存在する。ここから、‘able’
の意味を考察する。また、3．で進めた考察を援用する。
（38）‘to’は現在性と未来志向性を持つ
　（38）から‘be…able…to’の「現在性」に目を向けることで現在実現可能な能力を意味する。
「能力」は今持っている力で可能な活動を表すとみられる。
（39）I…am…able…to…throw…something…in…Traddles’s…way,…....
（Charles…Dickens,…David Copperfield）
（40）Just…as…I…am…able…to…help…you…－…I…will…help…you.
（H.…G.…Wells,…Love and Mr. Lewisham）
（41）You…are…the…one…man…who…is…able…to…save…me.
（Oscar…Wilde,…The Picture of Dorian Gray）
　また、「未来志向性」との関係と3.1での考察を絡めることで、‘able’は先天的な能力と後
天的な能力を持つが、後天的な能力に力点があることがわかる。
（42）I…trust…that…you…will…be…able…to…do…everything…for…me.
（W.…Somerset…Maugham,…Of Human Bondage）
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（43）…He…would…be…able… to…play… football.…His…heart… leaped…as…he… saw…himself… running,…
running,…faster…than…any…of…the…other…boys.
（W.…Somerset…Maugham,…Of Human Bondage）
　以上のことから、‘able’と機能語との共起性から実現可能な能力と後天的な能力を意味
することがわかる。「能力」に有限や限界といったニュアンスは含まれないと考えられる。
4.2　‘capable’について
　‘capable’の用例は433例あった。‘be…capable…of’の用例は387例、限定用法や叙述用法の
用例は44例、連結形の用例は2例あった。率にすると‘be…capable…of’が89パーセント、残
りの限定用法や叙述用法、連結形が11パーセントとなる。
　また、‘be…capable…of’の目的語の内訳は以下の通りである：
（44）動名詞（203）、名詞（184）
　‘be…capable…of’は動名詞との相性がよいことがわかる。
　では、3．での考察をふまえ、‘capable’の「能力」を考えてみる。
（45）‘of’は「帰属性」や「所属性」を表す
（46）動名詞は現在性と過去性を持つ
　（45）と（46）との共起関係を持つ‘capable’は「現在性」から「今持っている能力」を
表すと考えられる。また、「帰属性」から何か既存の存在を、「過去性」からは時制上で何か
が起ったことを示すために「すでにある能力」や「上限や限界のある能力」と関連があると
考えられる。これは2.2の先天的な能力のニュアンスに近いものがある。そのため、能力の
範囲が決まっているともいえる。
（47）…Jerry,… left…alone…in…the…mist…and…darkness,…dismounted…meanwhile,…not…only…to…ease…
his…spent…horse,…but…to…wipe…the…mud…from…his…face,…and…shake…the…wet…out…of…his…hat-
brim,…which…might…be…capable…of…holding…about…half…a…gallon.
（Charles…Dickens,…A Tale of Two Cities）
（48）…Brimming…with…the…subtilized…misery…that…he…was…capable…of…feeling,…he…followed…the…
opposite…way…towards…the…inn.
（Thomas…Hardy,…The Return of the Native）
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　（47）と（48）は動名詞の意味との関係性からもう既にあるものへの能力を示している。
さらに、動名詞の「過去志向性」が3.3にある経験済みの事柄からもう既に持っている能力
と解釈できる。ただし、動名詞にも「現在性」の意味があるため、後天的でありながらもそ
の能力を活かしながら何かができるととらえることが可能である。
（49）I…know…only…that…I…am…capable…of…doing…anything…these…days.
（Jack…London,…The Sea-Wolf）
（50）…Act…so…that…every…action…of…yours…should…be…capable…of…becoming…a…universal…rule…of…
action…for…all…men.
（W.…Somerset…Maugham,…Of Human Bondage）
　（49）と（50）は ｢現在性｣ から今ある能力である活動ができるということを示している。
4.3　まとめ
　共起する語との関係から意味をみてきた。語単体だけではその意味のニュアンスをとらえ
ることが難しいと考えられる。さらに、両者が不定詞と動名詞を伴うことから先天的能力と
後天的能力に触れた。しかし、‘to…do’と‘doing’は「現在性」を持つことから「現段階
の能力」を含んだ上で「能力」のニュアンスを理解することが必要である。‘to…do’は未来
志向、‘doing’は過去志向であると断定したのでは、現在性を無視した理解となり、核とな
る意味の理解の妨げとなる。
5．おわりに
　‘able’と‘capable’の意味を辞書の定義や共起性から考察した。特に英英辞典の定義か
ら語それ自体の意味を理解でき、共起する語が意味のニュアンスに影響を与えることがわ
かった。また、コーパス・データが如実にそのことを示している。語そのものだけでなく、
語が存在する周辺の環境を意識することで、核となる意味を理解できる。それ故、共起性に
目を向けることが語彙の意味の理解には重要になる。共起性は専門分野では当たり前の範疇
であるが、中等教育ではあまり注目されず、また、この点を意識した教育が十分なされてい
るとはいえない。これからの英語学習は、核となる本質的な部分を理解できるようになるた
めに英語の持つ特色、つまり、共起性にもっと注意を払うことが必要である。
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On the Co-occurrence of Words
FUKAYA,…Atsuka
The…purpose…of… this…paper… is… to…clarify…words…having…similar…meanings.… In… the…present…
article,… the…words…‘able’…and…‘capable’…are… focused…on.…Their…difference… in…meaning… is…
examined…by…referring… to… the…definitions…of… the… two…adjectives…given… in… two…English-
Japanese… dictionaries… and… a…monolingual…English… dictionary,… and… observing… the… co-
occurrence…words…of… them.… In… the… former,… the…definitions…give…us… the…core…meaning…of…
these…words.…‘Able’…means…having… the…ability… that… is…acquired…after…birth…and…can…be…
extended…by… learning…something… later.…‘Capable’…means…having…the…natural…ability…with…
limitations.…The…difference…is…made…clearer…in…the…definitions…in…the…latter…dictionary.…In…the…
latter,…the…co-occurrence…words…show…us…the…importance…of…the…relationship…between…words…
and…meaning.…The… forms…‘be…able… to’…and…‘be…capable…of’…manifest… their…difference… in…
meaning.…Metaphorically,… the…to-infinitive…has…three…meanings:…posteriority（the…meaning…
that…refers… to…events… in… the… future）,…sloppy…simultaneity（the…meaning… that…mentions…
what…happens…simultaneously）,…and…anteriority…（the…meaning…that…points…to…events…in…the…
past）.…On…the…other…hand,…‘of’…has…separation…and…attribution.… In…addition,… the…gerund…
has,…metaphorically,…anteriority…and…past-orientedness.…All…these…meanings…are…interrelated.…
Therefore,…we…need…to…look…at…the…word…in…question…and…its…co-occurring…words…in…order…to…
appreciate…the…difference…in…meaning.
